
本
学
会
の
主
題

　
　
　
　「
病
院
機
能
評
価
」に
つ
い
て

　

す
で
に
ご
案
内
の
通
り
第
八
回
東
京
都
病

院
学
会
は
、
学
会
長
木
村
厚（
当
協
会
常
任
理

事
、一
成
会
木
村
病
院
理
事
長
・
院
長
）の
下
、

平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日（
日
）午
前
九
時

よ
り
日
本
青
年
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。会
場
が
こ
れ
ま
で
の
東

医
健
保
会
館
よ
り
日
本
青
年
館
（
Ｊ
Ｒ
千
駄

ヶ
谷
駅
徒
歩
十
分
）
に
変
更
し
て
い
る
こ
と

に
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
学
会
主
題
は
、
東
京
都
病
院
協
会

が
東
京
都
私
立
病
院
会
当
時
に
河
北
会
長
を

中
心
に
一
九
八
九
年
よ
り
、長
年
に
わ
た
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た「
病
院
機
能
評
価
」で
す
。

　

病
院
機
能
評
価
は
、
一
九
九
七
年
八
月
に

認
定
一
号
の
病
院
が
誕
生
し
て
以
来
、
二
〇

一
二
年
九
月
現
在
、
全
国
二
千
四
百
二
十
八

の
病
院
が
認
定
さ
れ
、
東
京
都
で
は
百
七
十

八
の
病
院
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
認
定
病
院
数
に
翳
り
が
出
は
じ

め
、新
規
認
定
病
院
数
の
減
少
、更
新
認
定
を

辞
退
す
る
病
院
の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
で
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
現
在
、
評
価
項
目
の

設
定
、
評
価
基
準
や
解
説
集
の
検
討
が
進
ん

で
お
り
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
の
運
用
を

新
た
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
都
病
院
協
会
は
、
病
院
機
能
評
価
発

足
当
時
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
来
た
中
で
、
今

回
の
新
評
価
体
系
の
設
定
に
合
わ
せ
て
、
今

回
の
学
会
主
題
に
し
た
こ
と
は
意
義
が
大
き

い
も
の
と
考
え
ま
す
。

一
般
演
題
募
集
に
つ
い
て

　

一
般
演
題（
口
演
）は
、
会
員
病
院
職
員
の

努
力
の
結
晶
で
あ
り
、
学
会
開
催
の
根
底
と

な
る
も
の
で
す
。自
院
で
の
病
院
機
能
評
価

の
取
り
組
み
な
ど
は
、大
歓
迎
し
ま
す
が
、も

ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
日
常
の
診
療
か
ら
の
研

究
、症
例
発
表
等
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

発
表
し
て
い
た
だ
く
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、「
病

院
管
理
」「
医
師
部
門
」「
看
護
部
門　

一
、
看

護
総
合　

二
、急
性
期
看
護　

三
、慢
性
期
看

護　

四
、医
療
安
全
・
感
染
管
理　

五
、看
護

技
術
・
教
育
」「
薬
剤
部
門
」「
画
像
診
断
・
放

射
線
部
門
」「
臨
床
検
査
部
門
」「
栄
養
管
理
部

門
」「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」「
臨
床
工

学
部
門
」「
事
務
部
門
」「
地
域
連
携
部
門
」「
診

療
情
報
管
理
部
門
」「
病
院
機
能
評
価
へ
の
取

り
組
み
」で
す
。

　

な
お
、今
回
の
学
会
で
は
、ポ
ス
タ
ー
発
表

は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

■ 

第
一
会
場（
三
階
国
際
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

〈
開
会
式
〉　
午
前
九
時
〜
九
時
二
十
分

挨
拶　

学
会
長  

木
村  

厚

　
　
　

会　

長  

河
北  

博
文

来
賓
挨
拶　

東
京
都　

東
京
都
医
師
会

〈
学
会
長
講
演
〉　
午
前
九
時
二
十
分
〜
十
時

演
題「
日
本
の
病
院
機
能
評
価
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
と
こ
れ
か
ら
」

木
村  

厚（
一
成
会
木
村
病
院
理
事
長
）

〈
基
調
講
演
〉　
午
前
十
時
〜
十
一
時

演
題「
自
主
性
・
第
三
者
・
公
表

　
　
　
　
　
　
　
　

｜
内
在
す
る
課
題
｜
」

河
北  

博
文（
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
理
事
長
）

〈
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉

　
　
　

午
前
十
一
時
〜
午
後
十
二
時
三
十
分

演
題「
病
院
機
能
評
価
の
問
題
点
を
さ
ぐ
る
」

座
長
：
飯
田  

修
平（
練
馬
総
合
病
院
理
事
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト
：

　

菅
原  

浩
幸
氏（
日
本
医
療
機
能
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　

機
構
事
業
推
進
部
長
）

　

伊
藤  

雅
史（
等
潤
病
院
理
事
長
）

　

東
海
林  

豊（
高
砂
協
立
病
院
院
長
）

　

内
藤  

誠
二（
内
藤
病
院
理
事
長
）

　

山
口  

武
兼（
豊
島
病
院
院
長
）

〈
特
別
講
演
〉

　
　
　
　

午
後
一
時
五
十
分
〜
二
時
五
十
分

演
題「
新
評
価
体
系
が
目
指
す
も
の
」

司
会
：
稲
波  

弘
彦

　
　
　
（
岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院
理
事
長
）

演
者
：
橋
本  

廸
生
氏

　
　
　
（
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
理
事
）

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉午
後
三
時
〜
四
時
四
十
分

「
新
評
価
体
系
に
期
待
す
る
も
の
」

座
長
：
木
村
厚（
一
成
会
木
村
病
院
理
事
長
）

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：

　

大
高  

弘
稔
氏（
東
大
和
病
院
院
長
）

　

遠
谷  

雅
史
氏（
日
本
医
療
機
能
評
価
機

　
　
　
　
　

 　
　

構
評
価
事
業
部
副
部
長
）

　

安
藤  

高
朗（
永
生
病
院
理
事
長
）

　

猪
口  

正
孝（
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）

　

竹
川  

勝
治（
愛
和
病
院
理
事
長
）

■ 

第
二
、三
、四
、五
、六
会
場

　
　
　
　

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
四
十
分

　

一
般
演
題
発
表
、委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

　

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等

平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日（
日
）開
催

第
八
回
東
京
都
病
院
学
会
の

　
　
　
　
　
　
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

一
般
演
題（
口
演
）募
集

平
成
二
十
五
年
二
月
十
七
日（
日
）開
催

第
八
回
東
京
都
病
院
学
会
の

　
　
　
　
　
　
全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

一
般
演
題（
口
演
）募
集

理事会報告（９月）

　来年度の東京都への当協会の予算要望
は、東京都医師会の予算要望にも大きく
反映されて、9 月 5 日、東京都医師会と
合同で都議会自民、公明、民主の三党と
のヒアリングを行いました。
　特に、当協会では「都内中小病院の地
域医療における位置づけの構築」「災害時
の医療を想定した病院の免震構造への建
て替えの予算措置並びに 72 時間のエネル
ギー保持と備蓄」「教育と情報提供」など
を強く要望しました。
　東京都災害医療協議会は、9月4日に「災
害医療体制のあり方について」を公表し
ました。詳細は東京都福祉保健局ホーム
ページ「報道発表資料」をご覧下さい。
なお、本件に対するご意見は、東京都福
祉保健局医療政策部災害医療課までお願
いします。
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東
京
都
病
院
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
都
立
病
院
の
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
御
理
解
並
び
に
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
去
る
七
月
一
日
付
け
で
、
病
院
経

営
本
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
都
立
病
院
は
、
平
成
十
三
年
に
策
定
し
た

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
都
立
病
院
改
革

を
推
進
し
、
医
療
提
供
体
制
の
実
現
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
都
立
病
院
改
革
を

着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
に
都

立
病
院
改
革
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
平
成
二
十

年
に
は
第
二
次
都
立
病
院
改
革
実
行
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
策
定
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
墨
東
病
院
、
広
尾
病
院
、

府
中
病
院
（
現
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

に
「
東
京
Ｅ
Ｒ
」
を
創
設
し
、
救
急
医
療
の

強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
東
京
発

の
医
療
改
革
の
核
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
導

入
し
た
、
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
小
児

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
駒
込
病
院
の

全
面
供
用
開
始
、
松
沢
病
院
の
新
病
棟
開
設

な
ど
、
大
規
模
な
再
編
整
備
事
業
を
着
実
に

実
現
し
、
急
速
に
変
化
す
る
医
療
環
境
や
都

民
の
高
度
化
す
る
多
様
な
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
医
療
提
供
体
制
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
国
的
な
医
師
不
足
等
に
対
応
す

べ
く
、質
の
高
い
医
療
人
材
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
、「
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
」、「
東

京
看
護
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
医
療
機
能
の
面
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十

二
年
四
月
に
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と
小

児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
協
働
で
総
合
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
、
そ

の
後
、
緊
急
に
母
体
救
命
処
置
が
必
要
な
妊

産
婦
を
必
ず
受
け
入
れ
る
ス
ー
パ
ー
総
合
周

産
期
セ
ン
タ
ー
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
年
九
月
に
は
、
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
が
こ
ど
も
救
命
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
開

始
し
て
い
ま
す
。
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
墨
東
病

院
が
東
京
都
認
定
が
ん
診
療
病
院
に
認
定
さ

れ
、
松
沢
病
院
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年

二
月
に
東
京
都
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
都
立
病
院
改
革
を
掲
げ
て
か
ら
、
十
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
社
会
構
造

の
多
様
化
に
伴
う
患
者
の
疾
病
構
造
の
変
化

な
ど
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、我
が
国
に
お
い
て
は
、「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
急
性
期
を

始
め
と
す
る
医
療
機
能
の
強
化
、
病
院
・
病

床
機
能
の
役
割
分
担
、
連
携
の
推
進
、
在
宅

医
療
の
充
実
等
を
内
容
と
す
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
始
め
と
し
た
社
会
保
障
制

度
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
未
だ
不
透
明
で
あ
り
、
今

後
の
医
療
を
ど
の
よ
う
に
提
供
し
て
い
く
の

か
、
さ
ら
に
は
、
診
療
報
酬
制
度
な
ど
へ
の

影
響
も
分
析
を
し
て
、
効
率
的
な
病
院
経
営

を
行
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
適
当

で
あ
る
の
か
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の
検
討

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
都
立
病
院
で
は
外
部
の
専
門

家
で
構
成
さ
れ
る
、「
都
立
病
院
経
営
委
員

会
」
の
委
員
数
を
拡
充
、
ま
た
、
効
率
的
で

専
門
性
の
高
い
議
論
が
行
え
る
よ
う
専
門
の

部
会
を
設
置
し
て
、
昨
年
の
十
一
月
に
①
都

立
病
院
の
基
本
的
役
割
、②
地
域
医
療
機
関

と
の
協
働
、③
経
営
力
の
強
化
、④
そ
の
他
必

要
な
関
連
事
項
の
四
点
を
付
託
し
、
様
々
な

角
度
か
ら
精
力
的
な
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
病
院
経
営
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

年
の
六
月
に
は
、「
都
立
病
院
経
営
委
員
会
」

か
ら
中
間
報
告
を
い
た
だ
き
、
こ
の
九
月
に

「
都
立
病
院
経
営
委
員
会
報
告
〜
今
後
の
都

立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
〜
」
と
し
た
最

終
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
報
告
書
で
は
、
医
療
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
つ
い
て
、
人
口
構
造
の
変
化
や

疾
病
構
造
の
変
化
を
挙
げ
、
東
京
都
の
人
口

は
平
成
三
十
二
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
急
速

な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
目
前
に
超

高
齢
社
会
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

お
け
る
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
基
本
的
な
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
環
境
が
変
化
し
て
も
こ
の
都
立
病
院

の
役
割
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
病
院
経
営
本
部
長
に
就
任
す
る
に

あ
た
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
都
立
・
公
社
病
院

が
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
都
民
の
生
命
・

健
康
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
守
る
の
が
使

命
」
と
訓
示
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
確
実
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
東
京
都
病
院
協
会
の
皆
様
を
始
め
と
し

た
、
都
内
医
療
機
関
な
ど
と
の
医
療
連
携
を

よ
り
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
都
立
病
院
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
御
理
解
と
心
強
い
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
を

塚田　祐次氏

今
後
の
都
立
病
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

新
任
の
ご
挨
拶

東
京
都
病
院
経
営
本
部
長
　
　
塚
田
　
祐
次
氏

は
じ
め
に

　
東
京
都
病
院
協
会
事
務
管
理
部
会
に
お
い

て
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
五
日（
水
）に

東
京
都
で
求
め
ら
れ
る
医
療
体
制
と
は

   ̶

東
京
都
の
地
域
密
着
型
病
院（
病
床
）の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
築
に
向
か
っ
て̶

「
東
京
都
で
求
め
ら
れ
る
医
療
体
制
と
は
」

と
い
う
主
題
で
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
東
京
青
年
医
会
は
、若
手
病
院
経
営
者
中

心
の
集
ま
り
で
、一
九
八
五
年
四
月
か
ら
初

代
代
表
：
河
北
博
文
氏
、二
代
目
代
表
：
安
藤

高
夫
氏
、そ
し
て
三
代
目
代
表
が
私
と
な
る
。

　 

東
京
青
年
医
会
の
早
朝
勉
強
会
の
研
修
会

に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
平
成
二

十
一
年
か
ら
特
に
議
論
を
し
て
来
た
。

　
今
回
は
、
東
京
都
の
現
状
と
未
来
を
考
え

「
東
京
都
で
求
め
ら
れ
る
医
療
体
制
に
つ
い

竹川 勝治

東
京
青
年
医
会
代
表
　
竹
川 

勝
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
医
療
法
人
社
団 

愛
育
会 

理
事
長
・
愛
和
病
院 

院
長
）

り
、
医
療
を
提
供
す
る
側
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
医
療
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

高
齢
化
に
伴
う
合
併
症
等
の
増
加
、高
齢
者

や
精
神
疾
患
に
対
応
す
る
救
急
医
療
の
増

加
、ハ
イ
リ
ス
ク
対
応
の
周
産
期
医
療
ニ
ー

ズ
の
増
加
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま

す
。

　
医
療
を
提
供
す
る
側
に
と
っ
て
は
、
民
間

医
療
機
関
も
含
め
て
非
常
に
厳
し
い
時
代
に

突
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
よ
う
な
中
に
お
い
て
都
民
の
医
療
に
対
す

る
期
待
は
高
ま
る
一
方
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
都
立
病
院
は
、
高
水
準
で
専
門
性
の
高
い

総
合
診
療
基
盤
に
支
え
ら
れ
た
「
行
政
的
医

療
」
を
適
正
に
都
民
に
提
供
し
、
他
の
医
療

機
関
等
と
の
密
接
な
連
携
を
通
じ
て
、
都
に
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て
」
語
る
。

　

ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
す
る
と

（
一
）
中
小
民
間
病
院
と
診
療
所
の
連
携
な

く
し
て
東
京
都
の
地
域
医
療
の
存
続
は
考
え

ら
れ
な
い
。

（
二
）
介
護
と
の
協
働
も
見
据
え
た
医
療
提

供
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）
人
口
の
多
さ
と
高
齢
化
に
対
応
す
る

医
療
提
供
体
制
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
。

（
四
）
二
次
医
療
圏
の
考
え
方
と
現
状
の
著

し
い
差
異
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

（
五
）
高
齢
者
社
会
や
災
害
医
療
を
支
え
る

中
小
民
間
病
院
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

東
京
の
高
次
機
能
病
院
（
専
門
医
療
の
集

合
体
）
に
は
、
関
東
は
も
ち
ろ
ん
日
本
全
国

か
ら
患
者
は
受
診
し
に
や
っ
て
来
る
。
こ
の

よ
う
な
病
院
の
病
床
数
が
、
地
域
の
基
準
病

床
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
よ
う
で
は
東
京
都

の
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る
病
院
は
様
々
な

影
響
を
強
く
受
け
、
存
続
の
危
機
に
瀕
す
る

こ
と
と
な
り
、
し
い
て
は
東
京
都
の
地
域
医

療
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

最
近
に
な
り「
地
域
密
着
型
病
院（
病
床
）」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
こ
の
言
葉
は
地
域
に
よ
っ
て
と
ら
え

方
が
異
な
る
た
め
、こ
の
場
で
は
あ
え
て
「
東

京
都
地
域
密
着
型
病
院
（
病
床
）」
と
し
て

と
ら
え
話
し
て
い
き
た
い
。

　

我
々
が
述
べ
る
「
東
京
都
地
域
密
着
型
病

院
（
病
床
）」
と
は
、「
一
般
急
性
期
」「
亜

急
性
期
・
回
復
期
等
」「
長
期
療
養
（
医
療

療
養
）」「
介
護
施
設
（
特
養
・
老
健
）」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
病

院
と
し
て
定
義
づ
け
て
お
り
、
そ
し
て
、
在

宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん

が
、
二
十
四
時
間
い
つ
で
も
病
状
に
関
わ
ら

ず
こ
の
病
院
に
受
診
、
入
院
が
可
能
な
病
院

で
あ
る
。
一
般
病
床
で
あ
る
必
要
は
な
い
し
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
適
応
の
急
性
期
病
院
で
あ
る
必
要
も

な
い
。

　

現
在「
東
京
都
地
域
密
着
型
病
院（
病
床
）」

と
な
る
べ
き
数
多
く
の
中
小
民
間
病
院
が
縮

小
・
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
中
小
病
院
が
築
四
十
年
近
く
に
な
り
、

土
地
代
が
著
し
く
高
く
、
ま
た
規
制
の
厳
し

い
東
京
二
十
三
区
内
に
お
い
て
は
増
築
、
ま

た
は
建
て
替
え
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

で
あ
る
状
況
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
東
京
都
地
域
密
着
型
病
院
（
病
床
）」
は
、

小
・
中
学
校
圏
域
よ
り
少
し
広
い
圏
域
で
一

つ
存
在
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
特

に
東
京
都
に
お
い
て
は
、
独
自
の
長
め
の
平

均
在
院
日
数
を
検
討
す
る
段
階
に
き
た
と
考

え
る
。
当
然
な
が
ら
質
の
担
保
に
つ
い
て
も

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
制
度
は
「
の
り
し

ろ
」
が
な
い
と
う
ま
く
機
能
し
な
い
。

東
京
都
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
二
次
医
療
圏
に
つ
い
て

　

次
に
、「
二
次
医
療
圏
の
考
え
方
に
つ
い

て
」
以
下
の
通
り
五
つ
に
ま
と
め
た
。

（
一
）
高
次
機
能
病
院
に
関
し
て
は
、
現
在

の
東
京
都
の
二
次
医
療
圏
の
分
け
方
で
充
足

さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
二
）
療
養
病
床
数
に
関
し
て
は
、
東
京
都

全
体
で
基
準
病
床
数
を
再
設
定
す
べ
き
で
あ

る
。

（
三
）
地
域
の
医
療
が
よ
り
効
率
的
に
運
営

さ
れ
る
た
め
に
は
、
同
一
の
二
次
医
療
圏
内

に
お
い
て
、
高
次
機
能
病
院
と
地
域
密
着
型

病
床
の
適
正
比
率
を
考
慮
し
、
基
準
数
を
設

定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
四
）
が
ん
・
脳
卒
中
・
急
性
心
筋
梗
塞
・

糖
尿
病
の
四
疾
病
に
関
し
て
は
、
現
在
の
二

次
医
療
圏
ご
と
で
対
応
で
き
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
回
追
加
さ
れ
た
精
神
科
病
床

は
病
院
数
が
限
ら
れ
、
元
来
一
県
で
一
医
療

圏
と
設
定
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
地
域
に
偏
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら

よ
り
広
い
圏
域
で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
。

療
養
・
介
護
も
同
様
の
事
が
言
え
る
。

（
五
）
高
齢
者
（
慢
性
期
）
医
療
に
関
し
て
は
、

二
次
医
療
圏
よ
り
更
に
小
さ
い
、
そ
し
て
小
・

中
学
校
圏
域
よ
り
少
し
広
い
圏
域
で
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
圏
域
ご
と
に
地
域
密
着

型
病
床
は
存
在
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
在

宅
医
療
も
小
・
中
学
校
圏
域
で
考
え
る
の
が

理
想
で
あ
る
。

　

東
京
都
は
大
学
病
院
等
の
高
次
機
能
病
院

が
数
多
く
集
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
診
療
所
も
多
く
存
在
す
る
た
め
、

一
見
す
る
と
二
つ
の
機
能
の
連
携
だ
け
で
地

域
医
療
が
成
り
立
つ
と
考
え
が
ち
で
あ
る

が
、
問
題
は
そ
う
容
易
で
は
な
い
。

　

高
次
機
能
病
院
の
入
院
期
間
は
、
米
国
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
欧
州
程
度
に
は
今
後
短
縮

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
よ
り
も
も
っ
と
重
症
の
高
齢
の
患

者
が
病
院
外
に
大
量
に
出
て
く
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
高
次
機
能
病
院
は
東
京

都
を
超
え
て
、
近
隣
の
県
は
も
と
よ
り
、
全

国
か
ら
患
者
は
集
ま
っ
て
く
る
。
決
し
て
東

京
都
に
住
む
住
民
だ
け
が
対
象
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す
る
と

在
宅
支
援
診
療
所
等
だ
け
で
は
対
応
で
き
な

く
な
る
の
は
明
白
で
、
こ
れ
を
支
援
す
る
よ

う
な
中
小
規
模
の
小
回
り
の
き
く
民
間
病
院

の
役
割
を
早
急
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
こ
れ
ら
の
病
院
が
こ
の
ま
ま
減
少
し
て

い
く
の
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、
高
齢
者
医
療
、

高
齢
者
救
急
医
療
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

事
が
予
想
さ
れ
る
。

　

実
際
に
東
京
都
の
救
急
の
問
題
は
「
＃
七

一
一
九
」
や
「
東
京
ル
ー
ル
」
を
施
行
し
て

も
一
向
に
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
実
で

あ
る
。

東
京
に
お
け
る

　
　
　
高
齢
者
社
会
の
地
域
医
療
と
は

　

 

東
京
で
は
核
家
族
化
が
顕
著
に
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
著
し
く
増
加
し
て
お

り
、
今
後
さ
ら
な
る
増
加
傾
向
が
見
込
ま
れ
、

二
〇
二
五
年
ま
で
は
こ
の
傾
向
が
続
く
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

 

た
と
え
同
居
し
て
い
る
家
族
で
あ
っ
て

も
、
同
居
し
て
い
る
高
齢
者
が
病
気
と
な
り

入
院
し
、
急
性
期
病
院
（
入
院
期
間
は
短
い
）

を
退
院
と
な
っ
て
も
家
族
の
受
け
入
れ
も
現

実
に
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
り
、
本
人
自
身

も
す
ぐ
に
元
の
生
活
に
戻
る
こ
と
は
難
し
い

為
、
中
長
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

と
な
っ
て
来
る
。
発
症
前
の
状
態
に
回
復
出

来
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
そ
の

負
担
は
当
然
な
が
ら
本
人
は
も
と
よ
り
、
特

に
家
族
に
掛
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
不
足
す
る
マ
ン
パ

ワ
ー
の
問
題
か
ら
療
養
病
床
や
老
人
保
健
施

設
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
現
実

で
あ
る
。

　

二
十
三
区
内
の
現
状
は
ど
う
か
と
い
え

ば
、
現
実
に
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
、
地

域
に
療
養
病
床
や
施
設
は
絶
対
数
が
少
な
い

し
、
過
密
な
人
口
を
考
慮
す
る
と
圧
倒
的
に

少
な
い
。

　

そ
し
て
、
た
と
え
施
設
に
入
所
し
て
居
る

ケ
ー
ス
も
ほ
と
ん
ど
が
病
院
に
救
急
搬
送
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

東
京
都
地
域
密
着
病
院
（
病
床
）
の
必

要
性

　

医
療
費
抑
制
の
た
め
に
病
院
の
「
機
能
分

化
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
で
、
病
院
は
区
分

が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
超
高
齢
者

社
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
と
機

能
の
間
を
つ
な
ぐ
「
の
り
し
ろ
」
を
持
っ
た

シ
ス
テ
ム
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
合
併
症
を
い
く
つ
も
持
っ
た
高

齢
者
に
対
し
て
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
応
の
急
性
期
病

院
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
我
々
が
提
案
す
る

「
東
京
都
地
域
密
着
型
病
院
（
病
床
）」
と
は
、

「
一
般
急
性
期
」「
亜
急
性
期
・
回
復
期
等
」「
長

期
療
養
（
医
療
療
養
）」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機

能
を
同
時
に
持
っ
て
い
る
病
院
で
あ
る
。
支

払
い
方
式
は
「
疾
患
別
・
状
態
別
等
の
包
括

払
い
＋
出
来
高
方
式
」
が
適
切
と
考
え
る
。

　

指
定
を
受
け
た
病
院
（
病
床
）
は
、
そ
の

質
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
機
能
評
価
等
の
第
三
者
的
立
場
か
ら
病

院
を
評
価
す
る
機
関
で
の
評
価
を
受
け
る
こ

と
は
必
須
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
小
民
間
病
院
が
東
京
都
地
域
密
着
病

院
（
病
床
）
と
な
る
べ
き
で
あ
る

　

東
京
都
の
場
合
、病
院
は
地
域
的
に
は
「
二

十
三
区
内
」
と
「
多
摩
地
域
」、
機
能
的
に

は
「
専
門
医
療
」
と
「
地
域
医
療
」
に
分
け

る
の
が
適
切
と
考
え
る
。「
二
十
三
区
内
」

に
は
「
専
門
医
療
」
を
行
う
大
学
病
院
、
公

的
病
院
等
が
多
く
、
東
京
都
の
場
合
、
こ
れ

ら
に
対
し
て
は
充
分
な
手
当
て
を
施
し
て
い

る
た
め
に
、
そ
の
潤
沢
な
資
源
か
ら
ヒ
ト
・

モ
ノ
を
集
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
東
京
都
の
二
次
救
急
の
指

定
を
受
け
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
民
間
病
院
に
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対
す
る
支
援
が
あ
ま
り
に
乏
し
い
と
い
う
こ

と
を
訴
え
た
い
。

　
救
急
病
院
だ
け
で
は
な
い
。「
機
能
分
化
」

と
い
う
言
葉
か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
感
じ

ベ
ッ
ド
あ
た
り
の
面
積
を
広
く
確
保
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
慢
性
期
の
病
院
も
同
様
で
あ

る
。

　
東
京
都
内
の
中
小
民
間
病
院
は
、
東
京
都

に
お
け
る
高
賃
金
、
地
価
の
高
額
と
そ
れ
に

よ
っ
て
発
生
す
る
高
額
の
税
金
、
土
地
の
利

用
に
関
す
る
制
限
、
そ
の
一
方
で
診
療
報
酬

は
一
部
僅
か
な
が
ら
の
上
乗
せ
は
あ
る
も
の

の
ほ
ぼ
全
国
一
律
の
診
療
報
酬
と
い
う
割
の

合
わ
な
い
実
に
悲
惨
な
状
況
を
迎
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
東
京
都
の
地
域
医
療
に
必
要
な
病
院
が
、

全
国
ほ
ぼ
一
律
の
診
療
報
酬
制
度
に
よ
り
、

経
済
的
に
締
め
付
け
ら
れ
金
銭
的
に
厳
し
く

な
っ
た
時
に
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る
マ

ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
地
域
の
病
院
が
翻
弄
さ
れ
る

よ
う
で
は
、
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

東
京
都
地
域
密
着
病
院（
病
床
）に
は
東

京
都
か
ら
、
た
と
え
ば
診
療
報
酬
追
補

　
今
後
日
本
に
お
け
る
高
齢
化
は
、
全
国
平

均
で
み
る
と
団
塊
の
世
代
が
六
十
五
歳
に
達

す
る
二
〇
一
五
年
に
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以

上
）
数
の
伸
び
は
収
束
に
向
か
い
、
団
塊
の

世
代
が
七
十
五
歳
に
達
す
る
二
〇
二
五
年
に

は
後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
）

の
数
の
伸
び
が
収
束
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。

　
し
か
し
、
東
京
都
に
限
っ
て
み
る
と
、
こ

こ
で
は
他
地
域
か
ら
の
人
口
の
流
入
が
今
後

も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
全
国
平
均
の
動

き
と
は
異
な
っ
た
変
動
を
き
た
す
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
だ
け
を
考
え

て
も
、
今
後
十
年
間
だ
け
で
も
東
京
都
独
自

の
診
療
報
酬
体
制
を
急
い
で
検
討
す
る
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
中
小
の
民
間
病
院
で
我
々
が
提
案
し
て
い

る
「
東
京
都
地
域
密
着
型
病
院
（
病
床
）」

と
し
て
の
役
割
を
は
た
せ
る
医
療
施
設
・
介

護
施
設
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
診
療
報
酬
一

点
「
十
円
」
の
と
こ
ろ
を
「
十
一
円
」
と
し
、

そ
の
増
加
し
た
「
一
円
」
を
東
京
都
が
補
助

す
る
と
い
う
政
策
で
あ
る
。

　
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
窮
地
に

陥
っ
て
い
る
東
京
都
の
中
小
病
院
が
地
方
の

病
院
と
同
じ
経
営
レ
ベ
ル
ま
で
よ
み
が
え
る

可
能
性
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、｢

機
能
分
化

｣

を
し
て
も
そ
の
あ
と
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
病
院
が
機
能
を
変
え
や
す
い
よ
う

に
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ど
う
し
て
中
小
の
民
間
病
院
を
絶
や
し

て
は
い
け
な
い
の
か

　
近
い
将
来
、
関
東
・
東
海
大
震
災
は
起
き

る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
事

実
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
地
震
学
者
た

ち
が
今
後
三
十
年
間
で
Ｍ
八
以
上
の
地
震
の

発
生
す
る
確
率
は
八
割
以
上
と
も
伝
え
て
い

る
。
東
京
湾
の
地
形
を
考
え
る
と
東
京
湾
内

に
は
津
波
が
来
て
も
最
高
で
も
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
正
し
い
と
す
る
と
、
東
京
都
の
場
合
、
震

災
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
東
北
大
震
災
型
で
は

な
く
阪
神
・
淡
路
大
震
災
型
で
、
そ
の
規
模

が
大
き
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ

る
。

　
も
し
仮
に
こ
の
よ
う
な
大
規
模
震
災
が
日

中
に
起
こ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
こ
の
地
域

の
昼
間
の
人
口
を
考
慮
す
る
と
被
災
者
に
対

す
る
医
療
的
対
応
が
不
可
能
で
あ
る
の
は
明

白
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
後
地
域
の
民
間
病

院
が
こ
れ
以
上
消
滅
す
る
の
を
防
が
な
い
と

い
け
な
い
。

　
ど
う
し
て
も
、「
の
り
し
ろ
」
と
な
る
べ

き
医
療
施
設
・
介
護
施
設
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

国
家
の
役
割
・
東
京
都
の
役
割

　
病
院
と
は
、大
き
く
分
け
て
、ソ
フ
ト
（
人

も
含
め
て
）
と
ハ
ー
ド
（
建
物
、
ベ
ッ
ド
）

か
ら
成
立
す
る
代
物
で
あ
る
。
特
に
ハ
ー
ド

面
に
関
し
て
は
東
京
都
が
国
に
働
き
か
け
、

規
制
緩
和
（
特
区
と
し
て
）
を
推
し
進
め
て

頂
く
の
が
最
良
の
方
策
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
、
東
京
都

が
「
東
京
都
地
域
密
着
病
院
（
病
床
）」
に

な
り
う
る
医
療
施
設
・
介
護
施
設
に
対
し
て

土
地
を
提
供
す
る
な
ど
の
方
策
も
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
今
ま
で
の
よ
う
な
補
助
金

を
中
心
と
し
た
政
策
で
は
、
補
助
金
給
付
の

制
限
な
ど
か
ら
一
部
の
法
人
（
公
益
法
人
）

に
偏
り
す
ぎ
る
と
い
う
弊
害
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
地
域
・
地
域
に
お
け
る
現
状
を
把
握

し
、
対
策
を
独
自
で
考
え
さ
せ
実
践
さ
せ
て

い
く
と
い
う
考
え
方
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
我
々
は
た
だ
国
か
ら
の
通
達
を

待
っ
て
受
動
的
に
動
く
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
積
極
的
に
国
に
対
し
て
地
域
特
有
の
状
況

を
説
明
し
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
独
自
の
体

制
を
き
め
細
や
か
に
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
時
代
が
到

来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

訂
正
と
お
詫
び
　
広
報
紙
八
月
号
（
第
一
八
四

号
）
の
「
第
八
回
東
京
都
病
院
学
会
開
催
に
あ
た

っ
て
」の
本
文
中「
河
北
会
長
基
調
講
演
」の
テ
ー

マ「
自
主
性
・
第
三
者
・
公
表
」が「
自
主
性
・
第

三
者
・
公
平
」
と
誤
っ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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